
別紙様式１ 学校評議員による会議実施報告書 

 

１ 会議の名称  岐阜県立大垣東高等学校学校評議員会（第１回） 

２ 会議の構成  委 員  今西 寿彦  地域住民代表(欠席) 

              小宅 清実  地域住民代表 

              髙橋 利行  岐阜協立大学副学長 

              藤塚 茂之  大垣青年会議所理事長(欠席) 

              古田 三十子 地域住民代表 

              （委員名は五十音順） 

         賛助会員 堀田 一浩  大垣市立南中学校校長 

              坂  和由  大垣東高等学校学校育友会長 

   学校職員 田中 彰   校長 

              河添 孝司  教頭 

              川瀬 和仁  教頭 

              河田 禎彦  事務長 

              武藤 芳紀  総務部長 

              横山 浩明  教務部長 

              服部 久美子 進路指導部長 

              吉田 順一  生徒指導部長(代理出席) 

              浮田 徹   特活部長 

              柴田 仁志  理数科教育推進部長 

              中島 弘二  総務部 

３ 会議の目的 地域住民や企業、大学等の関係者から広く意見や要望を聞き、地域から信頼される学校づくり

を推進する。 

４ 会議の開催 令和２年７月１６日（木）１３：００～１５：００ 本校会議室 

        委員３人、賛助会員２人、学校側１０人が出席 

13：00 ～ 13：10  開会行事 

13：10 ～ 13：55   授業参観 

   14：00 ～ 15：00  会議 

     (1) 学校より説明 

     (2) 学校評議員からの感想・意見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ホームページへの掲載 

 済 ７月３０日 掲載 

岐阜県立大垣東高等学校 

校  長  田中 彰 

学校住所  大垣市美和町１７８４   電話 0584-81-2331 



５ 会議の概要 

 

 

 

感想１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

感想２ 

 

 

 

 

感想３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

感想４ 

 

 

 

 マスクをしての授業は、教員も生徒も窮屈であろうがやむを得ないと感じました。休校中のオ

ンライン授業については、設備設定等大変だったと思います。通常の授業と比べて、生徒はどの

ような感想をもっていますか。 

（学校） 

 オンライン授業については当初、通信環境が良くないことがありました。スマートフォンで視

聴する場合、画面サイズなどから見にくいこともありました。どうしても説明中心の内容となり、

生徒からの反応を受けることができず、また通信回線自体が切れたり、音声が途切れたりするこ

とがありました。回線がつながらなかった場合は、再放送等で補いました。 

 生徒側からは、直接授業を受けたいという意見が多かったです。 

 

 塾でもオンライン授業を行っているようですが、質問がしづらいと聞いています。コロナが収

束しないとなると、今後が心配です。また、大学入試制度の今後の変化への対応の難しさがある

と思いますが、健康第一で頑張ってほしいです。授業については、生徒の熱心な受講の様子もあ

り、今のところ特に問題はなさそうに見受けられました。 

 

 ICT の活用について、本日の授業参観により、その効果の一端を拝見させていただくことがで

きました。以前からのスタイルで展開されている授業もありましたが、科目の特性に応じて活用

されていけばよいと思います。今後、職員間での研修をさらに進めていってください。 

（学校） 

 ICT の良い点は多くあります。資料を具体的にホワイトボードに映すことで、生徒の理解が深

まる効果が期待できることや、教員がホワイトボードの方向を見なくても、端末画面と生徒の顔

を同方向で捉えながら説明することもできるため、生徒の表情、反応を確認しやすくなっていま

す。また今後、県よりタブレット端末が各生徒に貸与される予定です。通常の授業内での調べ学

習においても、タブレットが一人一台あることで、学習の効率化が期待できます。また、万一の

際の遠隔授業についても生徒が受講しやすくなることが期待されます。 

 

 コロナ対応で大変な中、生徒が真面目に取り組んでいました。大垣市でも小学校、中学校共に

児童・生徒にタブレットが全員貸与されます。今後中学校でもそれをどう活用していくかを研修

していきます。生徒の様子ですが、礼儀正しく行動していたことが印象に残りました。 

 

（１）本年度の教育活動について(学校説明) 

  (ア) 教務部 

  (イ) 進路指導部 

  (ウ) 生徒指導部 

  (エ) 特別活動部 

  (オ) 理数科教育推進部 

（２）授業について 



感想５ 

 

 コロナ禍で大変な中、熱意のある教育をしていただきありがとうございます。年度の区切りに

大変な事態となりましたが、適切な対応をされているように見受けられました。 

 

質問１ 

 

 

 

 

 

 

質問２ 

 

 

 

 

 

意見１ 

 

 

 

意見２ 

 

 

意見３ 

 特に受験が迫っている３年生徒の気持ちはどうなっていますか。 

（学校） 

 分散登校中から面談を実施してきました。現在平常の授業に戻っていますが、生徒もかなり教

員への信頼度を増してきたように思います。教員も生徒も待ち望んでいた平常授業について、前

向きに頑張っています。 

 生徒の気持ちは、今後も丁寧にケアをしていきたいと思っております。 

 

コロナ禍の中で、家庭環境が大きく変化するなどして、生徒が不安定な気持ちになっているこ

とはありませんか。 

（学校） 

教育相談部を中心として、現在「心のアンケート」を今週までに５回行っております。「すぐメ

ール」を活用して回答を得ています。心配のある生徒に対しては個別の対応を行っております。 

 

 様々な生徒が在籍していることと思いますが、高い進路目標を達成しようと東高に入学したの

ですから、生徒を多面的に見ていただいて、その困り感を吸い上げていただけるようにお願いし

ます。自分の思いをうまく表現できない生徒もいるので、ご配慮をお願いします。 

 

 学校行事にも大きな影響が出ているのでしょうが、どの学年についても生徒の心に残る思い出

ができるように検討していただきたいと思います。 

 

 日頃、挨拶を礼儀正しく行ってくださる生徒が多く、小中学生のよいお手本となっていると思

います。 

 

 

６ 会議のまとめ 

 

 

 

 本日は貴重なご感想、ご意見をいただき、ありがとうございました。評議員の御意見を今後の

教育活動に活かしていきたいと思います。次回は年明けに第２回の評議委員会を行いますので、

よろしくお願いします。 

 

（３）学校の取り組みについて 


